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図7　SD法による信頼区間の真の信頼確率
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θ2）があった時SD法による同時信頼確率がどうなるかを数値計算してみ
た。これは図5－1，図5－2，図5－4で斜線が描かれた領域の確率を求
めて0．950からひけばよい。（図6の他の斜線部に対しては対称性より同じ結
果が得られる。）その結果を図7に示す。図7の見方は次の通りである。例え
ば一番左下に．9498とあるが，そこの・印は（θ1，θ2）＝（0，．05）であ
ることを表し，（θi，θ2）がこの値の時SD法に対応する同時信頼区間を用
いたときの信頼確率が0．9498であることを意味する。図7より全般的な数値
の大きさは，θ1＝0，θ、が大の場合を除くと，名目の0．950の信頼率からわ
ずかに下回る程度であることが分かる。また，下限値はθ2＝。。，θ1＝0の
とき0．9234であり，θ1≠0の下ではθ2→。。，θ1→0のとき0．9367である。
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